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8)ラット低酸素負荷時の白血球接着分子発現

の推移

西巻 浩酢 福田 悟(霊題塊 茎 )

脳虚血 ･低酸素後の低潅流に接着分子が関与すること

が言われている.Isorluraneには脳保護作用があると

言われているが,この低潜流にどのような影響を及ぼす

かは分かっていない.今回我々は.isorluraneO.5ない

しは1.5MACの麻酔下のラットにおいて,低酸素 (5

%酸素10分間)負荷時の脳酸素化動態および白血球接着

分子の変化を検討 した,近赤外線分光モニ ターにより,

低酸素負荷とともに HbO2の低下および Hbの増加が

みられ,明らかに脳低酸素が認められた.再酸素化複,

HbOt.'および totalHbは軽時的に減少 し.脳低酸素

後の低潜流が示唆された.0.5MAC群において.低酸

素後の HbO2と CD62Lの変化の間には有意な正の相

関がみられた.脳低酸素後の低潅流に接着分子が関与し,

isorluraneの濃度により影響が異なることが示唆され

た.

9)TCIにおけるプロポフす-ルの血中濃 度 に

ついて

若井 綬子
中LLj 英人 大石ふき子(霊晶 禦 経 病 院)

- 理 (憲嘉姦掌宗義郎附)

ConGraseTCIを用いた味酔中のプロポフォール予

測血中濃度 (PC)と実測血中濃度 (MC)を比較 した.

抗てんかん薬 (AEDs)服朋が MCに及ぼす影響 も検

討 した. 【対象と方法】TCIで麻酔を管理 した 7例を

対象とした.AEDs服用の有無で AEDs群と非 AEDs

群に分けた.麻酔はプロポフォールで導入し,プロポフ

ォール.フェンダニル,N20で維持 した.麻酔中のMC

と pCと比較 した. 【結果】MCと PCは相関 した.

AEDs群と非 AEDs群の比較で PE(%)-(MC-

PC)/PC に差はなかった. 【結語】ConGraseTCI

の PCは MCを反映した.AEDs群と非 AEDs群で

PEに差はなく,AEDs服用患者でも ConGraseTCI

は有用である.
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10)脊椎麻酔後にも難聴は起こるかもしれない

小村 昇 ･小林 美穂

遠賀寅欝 ●州 充(霊晶 戸 民 病 院)

本多 忠孝 (救命救晶 ンタ｣

脊椎麻酔の併発症として低血圧.頭痛.中枢神経障害

等を認めるが,今回治療を要する高度難聴を来 した症例

を経験 したので報告する.57歳男性.下腿骨骨折後抜釘

術に際 し脊椎蘇酔施行され翌日筆談を要する全周波障害

型感音性難聴を来した.点滴療法,5日間の星状神経節

ブロックを併用 した高圧酸素療法により難聴発症後 3カ

月の時点で左中音障害型感昔性難聴を残 し正常に複した.

脊椎麻酔後難聴は,脳脊髄圧の低下が蛸牛水管を通 じ外

リンパ圧の低下を生 じ相対的内リンパ圧の上昇のため低

音障害型感音性難聴を来すと思われている.脊椎麻酔後

の聴力低下は少なからず認められるがほとんど程度は軽

く治療を要さないうちに治癒するが,時として高度な聴

覚障害を里することを認識する必要がある.

ll)婦人科手術の術後痔痛管理 (第2報)

北原 紀子 (纂轟窟 央 病院)

前回婦人科手術の衝後藤痛管理をモルヒネ,フェンタ

ニ恥 ブピバカインを用いて行ったが,副作用,鎮痛の

両面でうまくいかなかったことを報告 した.そこで前回

のモル七 ネ15mg/3日の群 (A群)に加え,モルヒネ

3mg一回注入+7mg/2日を行った群 (B群),B群

に ドロペリド-)i,を混入した群 (C群).硬膜外ブロッ

クなしの群 (D群)に分け,副作札 鎮痛処置について

比較 した.その結果.悪心 ･曝吐は各群に差はなく,描

桂感はD群に少なかった.また,術後72時間以内の鎮

痛処置回数は C 群で少なく,持続硬膜外鎮痛法もC群

で長かった.ドロペリドールを併用することで鎮痛効果

は改蕃きれたが,副作用は軽減 しなかった.また,鎮痛

処置を必要とする時間は術後24時間以内が大多数を占め

ていた.


